
外観 トイレ入口 女子トイレ　大便器ブース 女子トイレ　大便器ブース

 開学130年の歴史と伝統のある高等学校。
部活動にも力を入れ、「文武両道」を目指している。

真っ白な壁に鮮やかな赤・紺色が印象的な入口のサイン。ドアをなくしてアプ
ローチを広くとったことにより、明るく入りやすい空間となった。

 各大便器ブースの扉と床を色分けした明るくポップな空間。白い床を
いつまでもキレイに保つため、改修後は清掃に力を入れている。

すべてのブースにウォシュレット、 音姫 （擬音装置）を完備。生徒の要望で1ヶ
所ピンク色の便器を設置。紙巻器の上と便器後方に、手荷物が置ける棚を用
意している。

男子トイレ　洗面コーナー 男子トイレ　小便器コーナー 掃除用流しブース トイレ図面

 1・2Fは木目調の落ち着いた印象のデザインで「高級感」を演出。
 非接触で手洗いができるよう、アクアオート（自動水栓）を採用した。

衛生的で節水効果も期待できる自動洗浄機能付きの壁掛式小便器を採用。
足元には尿の飛散によるにおいや汚れを防ぐハイドロセラ・フロアを設置。

乾きやすいように、清掃道具は吊るして保管している。

男子トイレ　大便器ブース 女子トイレ　洗面コーナー

 大便器ブースの間仕切りを天井まで立ち上げてプライバシーに配慮。
 和式便器はなくし、すべてウォシュレット付きの洋式便器とした。

3・4Fは、白を基調とした明るく清潔感あふれるトイレ空間。
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建築概要

＜改修の経緯＞

明るくキレイになったトイレは、狙い通り「学校で一番人気」となった。
生徒からは、「自分たちが考えていたトイレそのものだ」「キレイになったから汚せ
ないと思うようになった」という声もあがっている。

水まわりの特長

「高級感」「明るい」「清潔」といった生徒の意見を反映したトイレが完成した。
各階にあった男女トイレを、1・3Fは女子のみ、2・4Fは男子のみとし、1・2Fは高級
感の中にも温かみが感じられる木目調で、洗面コーナーは間接照明を採用したス
タイリッシュな空間に。3・4Fは大便器ブースをそれぞれ色分けし、明るくポップに
仕上げている。また、改修を機にトイレ入口のドアをなくし、水栓は自動化。
便器は、和式中心からすべて洋式にしたことにより、清掃方法も湿式から乾式に
切り替えた。

開学130周年をを迎えるにあたり、生徒による新校舎建設プロジェクトチーム
『FAP：Future Architects Project（未来の建築家計画）』が2008年に発足。
新校舎建設を前に「一番古くて暗くて汚いトイレ」を「一番人気のあるトイレ」に
しようと、『FAP』の意見を取り入れながら、既存校舎の4号館のトイレ改修を実施
した。

＜トイレの特長＞

＜改修後の声＞
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